男女共同参画社会における女子体育教師の役割(3):女子休育教師数減少の観点から by 掛水 通子
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図 1 中学校、高等学校男女教師中保健体育科教師の割合
（文部科学省（旧文部省）学校教員統計調査報告から作成）
















人から 6人の分布で、 1校平均 1.27人、 59.5％の高
校が 1人配置であった。女子保健体育科専任教師が
いない高等学校が 16校 (14.4%）あった。 2人以
上の配置は 26.1％に過ぎない。男子保健体育科専任
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図6 1高等学校あたり女子保健体育科講師数
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女子体育教師 46.0% (115人） 43.2% (108人）
保体科主任 43.2% (108人） 42.4% (106人）
校長 42.0% (105人） 41.6% (104人）
合計 43.7% (328人） 42.4% (318人）
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40 : 1-18. 
櫛田真澄 (1996)家庭科の男女共学が未来につなぐ
























賃金と社会保障 931: 19. 
田原淳子・芹澤康子 (2005)ジェンダーの視点から
みた中学校保健体育科教員の性別と運動会（体育
祭）の実施種目．スポーツとジェンダー研究3:19. 
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「男女共同参画社会における女子体育教師の役割に
ついてー戦前の女子体育教師との比較ー」の一部であ
る。
本研究の一部は2004（平成 16)年 7月4日に行わ
れた日本スポーツとジェンダー研究会第3回大会シ
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ブラインド」で『女子体育教師存続の道はあるのか」
（同大会抄録14-15頁）のテーマで、2005（平成17)年
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